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新しい町議会の構成が決まりました新しい町議会の構成が決まりました

　

10
月
21
日
の
臨
時
議
会
の
議
員
選
挙
に
よ
り
、
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

4
年
間
の
議
員
任
期
の
折
り
返
し
時
期
で
あ
り
ま
す
。

行
政
と
の
両
輪
と
し
て
公
明
正
大
、
活
発
な
議
会
運
営
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
茶
業
、
観
光
業
の
低
迷

等
々
、
先
が
見
え
な
い
不
安
と
困
難
な
課
題
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
重
要
課
題
を
議
員
が
共
有
化
し
、
情

報
・
資
料
・
協
議
・
発
言
・
提
案
の
確
立
が
個
々
人
に
必

須
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
の
充
実
度
を

高
め
る
と
考
え
ま
す
。

　

課
題
の
一
件
毎
に
丁
寧
な
協
議
を
重
ね
、
議
論
を
深
め

な
が
ら
負
託
に
応
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
臨
時
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
正
副
議
長
の
改

選
に
よ
り
ま
し
て
、
副
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

太
田
議
長
の
補
佐
役
と
し
「
開
か
れ
た
議
会
」
「
信
頼

さ
れ
る
議
会
」
を
第
一
に
議
会
の
改
革
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
議
会
は
言
論
な
府
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

自
由
闊
達
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

超
少
子
高
齢
化
に
伴
い
発
生
し
て
い
ま
す
様
々
な
地
域

課
題
に
対
し
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら
負
託
を
受
け
た
者
と

し
て
、
「
だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に
、
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
ふ
る
さ
と
」
の
具
現
化
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
傾
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
や
日
本

で
最
も
美
し
い
村
連
合
へ
の
加
盟
な
ど
、
世
界
が
認
め

た
宝
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
町
を
誇
り
に
思
い
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
責
務
を

果
た
す
た
め
、
豊
か
な
自
然
と
生
活
文
化
の
調
和
を
目

指
す
景
観
条
例
の
整
備
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

 

川
根
本
町
長　
鈴
木　
敏
夫

　
本
臨
時
会
で
は
議
会
構
成
の
ほ
か
補
正
予
算
１
件
、

請
負
契
約
１
件
が
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
の
後
、
討
論
は
な
く
、
２
議
案
と
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　10月21日、平成27年第3回臨時議会が開催されました。現職正副議長の辞職を受け、選挙を行っ
た結果、新しい議会議長・副議長が決まりました。また、各委員会委員の任期満了（2年）に伴う議
会構成の変更、一部事務組合議会議員の選挙も行われました。

川
根
本
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
太
田　
侑
孝

川
根
本
町
議
会
副
議
長

　
　
　
　
　
中
澤　
莊
也

◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

72
億
1
4
4
8
万
１
千
円

（
7
5
8
0
万
円
の
増
額
）

　

「
あ
か
い
し
の
郷
」
増

床
計
画
に
伴
う
予
定
敷
地

隣
接
地
の
間
伐
委
託
、
造

成
工
事
請
負
費
の
追
加
、

林
道
維
持
管
理
委
託
料
等

の
追
加
で
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

（
仮
称
）
若
者
交
流
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事

　
　
…
全
員
賛
成
で
可
決

《
契
約
先
》

大
河
原
・
富
田
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

《
請
負
金
額
》

2
億
8
4
4
万
円

《
工
期
》
平
成
28
年
3
月

18
日
（
予
定
）

議
長
あ
い
さ
つ

町
長
あ
い
さ
つ

副
議
長
あ
い
さ
つ

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約



　

総
務
課
・
企
画
課
・
税
務
課
・
福
祉
課
・
生
活
健
康

課
に
関
す
る
事
項
、
他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事

項
の
調
査
研
究
を
担
当
し
ま
す
。
（
６
名
）

　

産
業
課
・
建
設
課
・
商
工
観
光
課
・
教
育
委
員
会
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
担
当
し
ま
す
。

（
６
名
）

　

議
会
や
委
員
会
の
条
例
・
規
則
、
本
会
議
の
日
程
や

審
議
方
法
、
意
見
書
や
請
願
の
取
り
扱
い
等
、
議
会
運

営
に
関
す
る
事
項
を
決
定
す
る
重
要
な
組
織
で
す
。

（
正
副
議
長
除
く
5
名
）

委
員
長　
　

小
籔
侃
一
郎　
　

委　

員　

芹
澤　

廣
行

副
委
員
長　

中
田　

隆
幸　
　

委　

員　

薗
田　

靖
邦

委　

員　
　

鈴
木
多
津
枝

　

四
市
二
町
（
焼
津
・
藤
枝
・
島
田
・
牧
之
原
・
吉
田
・

川
根
本
町
）
で
構
成
す
る
駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
（
議
長
の
指
名
推
薦
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会
議
員　

中
田　

隆
幸

　

本
会
議
で
決
ま
っ
た
町
の
施
策
や
議
会
の
活
動
内
容

を
町
民
に
お
知
ら
せ
し
、
町
政
や
議
会
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
は
議
会
の
重
要
な
役
割
で
す
。
こ
の
度
、

本
町
議
会
で
は
「
議
会
広
報
委
員
会
」
を
設
置
し
、「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
・
発
行
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
編
集
や
議
会
報
告
会
の
開
催
な
ど
、
議
会
が
町
民
の

皆
様
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長　
　

中
澤　

莊
也　
　

委　

員　

根
岸　

英
一

副
委
員
長　

鈴
木
多
津
枝　
　

委　

員　

坂
本　

政
司

委　

員　
　

中
田　

隆
幸

委員
小籔侃一郎
（元藤川）

委員
小籔侃一郎
（元藤川）

委員
中澤　莊也
（地名）

委員
中澤　莊也
（地名）

委員
山本　信之
（元藤川）

委員
山本　信之
（元藤川）

副委員長
鈴木多津枝
（徳山）

副委員長
鈴木多津枝
（徳山）

委員長
薗田　靖邦
（上長尾）

委員長
薗田　靖邦
（上長尾）

委員
森　　照信
（千頭）

委員
森　　照信
（千頭）

委員
野口　直次
（水川）

委員
野口　直次
（水川）

委員
太田　侑孝
（下長尾）

委員
太田　侑孝
（下長尾）

委員
坂本　政司
（久野脇）

委員
坂本　政司
（久野脇）

委員
中田　隆幸
（東藤川）

委員
中田　隆幸
（東藤川）

委員長
芹澤　廣行
（東藤川）

委員長
芹澤　廣行
（東藤川）

副委員長
根岸　英一
（徳山）

副委員長
根岸　英一
（徳山）

第
一
常
任
委
員
会

第
二
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

議
会
広
報
委
員
会
を
設
置

3
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平成26年度一般会計 ・特別会計決算を認定
　9月15日から17日に行われた決算特別委員会では、事前に抽出した昨年度の事業を中心に、事業実　　　　　　績や効果などの説明を担当課から受けました。昨年までに比べ3日間という短い審査期間でしたが、
委員からは活発な質疑や意見等が出され充実した委員会となりました。

☆５年間の町税の推移 （単位：千円）

町 民 税 385,022
936,467
20,454
26,721
6,712

1,375,376

336,478
937,801
20,683
29,893
5,455

1,330,310

296,833
903,944
20,909
29,758
6,997

1,258,441

302,038
1,018,510
21,237
33,136
5,614

1,380,535

294,537
1,034,079
21,594
31,391
5,339

1,386,940

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
町 た ば こ 税
入 湯 税
歳 入 合 計

歳入合計
7,700,568
（単位：千円）

町税
1,386,940
18.0%

繰入金
407,705
5.3%

繰越金
617,819
8.0%

諸収入
192,956
2.5%

2,605,420
33.8%

5,095,148
66.2%

地方譲与税
50,579
0.7%

地方消費税交付金
101,694
1.3%

地方交付税
2,744,109
35.6%

県支出金
505,492
6.6%

町債
1,283,500
16.7%

その他の交付金
132,324
1.7%

国庫支出金
277,450
3.6%

財

源

存

依

その他の経費

【H26年度決算】一般会計歳入の内訳【H26年度決算】一般会計歳出の内訳

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

「
元
地
名
保
育
園
」

（
福
祉
課
：
子
育
て
支
援
対
策
費
関
係
）

農
林
業
セ
ン
タ
ー
で
は
茶
の
品
種
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る

（
産
業
課
：
茶
業
推
進
対
策
費
関
係
）

☆５年間の基金残高と起債残高の推移 （単位：千円）

財 政 調 整 基 金 残 高 1,450,863
47,721
173,470
101,784
9,951

6,292,463

1,451,325
47,731
138,578
90,436
9,954

5,957,223

1,679,998
93,565
132,003
80,315
9,956

5,527,109

1,680,733
464,966
83,037
68,293
9,959

5,006,106

1,681,802
94,074
96,958
41,794
9,961

5,302,364

減 債 基 金 残 高
国民健康保険給付等支払準備基金残高
簡 易 水 道 基 金 残 高
温 泉 事 業 基 金
起 債 残 高

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

☆特別会計歳入歳出決算認定 （単位：千円）

国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 簡易水道 温泉事業 いやしの里診療所

歳入決算額
25年度
26年度
25年度
26年度
25年度
26年度

1,040,322
964,932
965,050
904,800
75,272
60,132

1,064,047

114,710
119,381
114,431
119,321

280
60

127,000

1,170,780
1,179,208
1,136,794
1,161,364
33,986
17,844

1,268,380

285,234
273,978
284,352
270,509

883
3,469

290,996

24,761
39,014
24,641
38,913
120
101

44,306

45,477
39,294
45,425
39,192

52
103

42,730

歳出決算額

繰 越 額

26年度当初予算額

歳出合計
6,823,590
（単位：千円）

人件費
1,092,967
16.02%

扶助費
335,639
4.92%

公債費
1,055,524
15.47%

物件費
1,065,016
15.61%

維持補修費
48,488
0.71%

補助費等
677,117
9.92%

積立金
28,408
0.42%

投資及び
出資金・貸付金

360
0.01%

普通建設事業費
1,938,620
28.41%

災害復旧事業費
8,730
0.13%

1,947,350
28.54%

601,489
8.82%

4,274,751
62.65%

繰出金
572,721
8.39%

費

経

的

常

経

投資的経費 自主財源

5
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各
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

今
後
ど
の
よ
う
に
町
内
外
へ
エ
コ

パ
ー
ク
の
情
報
発
信
を
し
て
い
く

か
が
課
題

町
民
が
利
用
し
や
す
い

「
か
わ
ね
フ
ォ
ン
」の
活
用
方
法
を

決算特別委員会審査
（中澤・鈴木正副委員長）

平成26年度一般会計と特別会計を
原案のとおり認定！

〈審査日〉平成27年9月15日（火）～17日（木）

 
◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
導
入

整
備
事
業

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

導
入
に
伴
う
業
務
委
託
料

中
、
「
個
人
情
報
取
り
扱

い
業
務
洗
い
出
し
」
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

ど
こ
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
あ

る
の
か
、
ま
た
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
万
全
か
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
導
入
に
伴
い
「
特
定
個

人
情
報
保
護
評
価
」
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
住
民
基

本
台
帳
法
に
関
す
る
事
務
、

予
防
接
種
法
に
関
わ
る
事

務
な
ど
6
項
目
の
業
務
を

行
っ
た
。
「
特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会
」
と
い
う

国
の
機
関
へ
提
出
す
る
も

の
で
、
そ
れ
ま
で
は
役
場

に
保
管
し
て
お
く
。
平
成

26
年
度
に
行
っ
た
事
務
事

業
の
洗
い
出
し
作
業
に
関

す
る
も
の
で
個
人
番
号
を

取
り
扱
っ
た
も
の
で
は
な

い
。

◎
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

　
　
　

緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

平
成
27
年
度
は
町

の
希
望
と
合
わ
な
か
っ
た

が
今
後
も
継
続
し
て
い
く

方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

◎
高
度
情
報
基
盤
整
備
事

業
　
　
　

決
算
書
の
工
事
請

負
費
の
数
値
の
説
明
を
お

願
し
た
い
。

　
　
　

15
節
工
事
請
負
費

　

8
億
1
4
0
6
万
7
7

2
0
円　
　

高
度
情
報
基
盤
整
備

　

7
億
9
1
0
0
万
円

運
営
事
業
者
事
務
所
整
備

　

1
2
2
8
万
9
3
2
0

円無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事

　

1
0
7
7
万
8
4
0
0

円
　
　
　

当
初
町
は
独
居
老

人
の
安
否
確
認
や
災
害
情

報
、
教
育
へ
の
活
用
な
ど

様
々
な
活
用
法
を
示
し
て

い
た
の
に
、
先
日
、
利
活

用
検
討
委
員
会
を
傍
聴
し

た
際
に
は
ま
だ
方
向
性
が

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

実
際
に
か
わ
ね
フ
ォ
ン
で

の
活
用
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　

福
祉
課
の
緊
急
通

報
が
か
わ
ね
フ
ォ
ン
で
可

能
か
ど
う
か
の
検
討
を
し

て
い
る
。
昨
日
の
利
用
検

討
委
員
会
で
各
方
面
か
ら

　
９
月
１
日
初
日
の
本
会

議
終
了
後
、
決
算
特
別
委

員
会（
議
長
を
除
く
11
名
）

が
設
置
さ
れ
、
委
員
長
に

中
澤
莊
也
第
二
常
任
委
員

長
が
、
副
委
員
長
に
鈴
木

多
津
枝
第
一
常
任
委
員
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
審
査
は
、
委

員
か
ら
の
意
見
や
要
望
等

が
次
年
度
の
予
算
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
、
主
要
事
業

の
内
容
、
効
果
、
課
題
等

を
中
心
に
、
本
年
度
は
３

日
間
と
い
う
短
い
期
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
、
反
対
討
論
が
あ

っ
た
も
の
の
、
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
全
て
の

案
件
が
原
案
の
と
お
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
中
で
審
議
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
を
抜
粋
し
て
こ
こ

に
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課

企
画
課

商
工
観
光
課

決
算
の
内
容
等
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

の
提
案
を
ま
と
め
た
。
こ

の
中
か
ら
よ
り
実
現
性
の

高
い
提
案
を
次
回
の
委
員

会
に
諮
る
予
定
で
あ
る
。

◎
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
費

　
　
　

エ
コ
パ
ー
ク
認
定

の
町
民
間
の
温
度
差
、
拠

点
整
備
の
具
体
策
に
関
す

る
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

町
民
に
は
原
生
保

全
林
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が

湧
か
な
い
。
今
後
ツ
ア
ー

の
企
画
等
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た

い
。

　

拠
点
整
備
の
た
め
の
特

別
な
施
設
整
備
は
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。
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◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

71
億
3
8
6
8
万
１
千
円

（
4
億
5
5
8
4
万
5
千

円
の
増
額
）

　

防
災
対
策
（
役
場
本
庁

舎
の
蓄
電
池
整
備
、
防
災

Ｗ
ｉ
─Ｆ
ｉ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
）
の
た
め
の
工
事

請
負
費
、
番
号
制
度
に
係

る
住
基
・
税
務
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
、
農
道
・

林
道
維
持
管
理
費
用
、
若

者
交
流
セ
ン
タ
ー
工
事
請

負
費
の
増
額
が
主
な
も
の

で
す
。

◎
平
成
27
年
度
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　
…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

12
億
2
1
4
3
万
8
千
円

（
1
9
1
3
万
8
千
円
の

増
額
）

　

介
護
給
付
費
準
備
金
積

立
金
の
増
、
一
般
会
計
へ

の
繰
出
し
金
の
増
、
前
年

度
の
事
業
実
績
に
基
づ
く

国
・
県
支
出
金
、
支
払
基

金
交
付
金
及
び
支
払
基
金

の
精
算
に
伴
う
返
還
金
の

増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
い
や
し
の

里
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
額

5
千
97
万
7
千
円

（
35
万
7
千
円
の
増
額
）

　

在
宅
酸
素
療
法
対
象
患

者
へ
の
医
療
用
機
械
器
具

借
上
料
の
追
加
で
す
。

◎
川
根
本
町
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
改
正

　
　
…
賛
成
多
数
で
可
決

◎
川
根
本
町
手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

　
　
…
賛
成
多
数
で
可
決

　

い
ず
れ
も
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
」
の
施
行
に
よ
り

12
桁
の
個
人
番
号
が
付
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。
本
年
10
月
以
降
、
個

人
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付

さ
れ
る
と
、
「
個
人
カ
ー

ド
」
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
カ
ー
ド
を
紛
失
な
ど
し

た
場
合
の
再
発
行
手
数
料

を
定
め
る
条
例
の
改
正
等

で
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　
　
…
全
員
賛
成
で
同
意

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
し
い
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

羽
倉
範
行
氏
（
東
藤
川
）

　

定
例
会
最
終
日
、
決
算

特
別
委
員
長
報
告
の
後
、

26
年
度
町
会
計
決
算
認
定

の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
及
び
、
介
護
保

険
事
業
の
２
つ
の
特
別
会

計
は
賛
成
多
数
、
そ
の
他

の
特
別
会
計
は
全
員
賛
成

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

定例会初日、決算審査
意見を述べる柳原代表監査委員

９月定例会で決まったこと
　平成27年第3回議会定例会が9月1日に開かれ、26年度決算認定など13件の議
案が町長から提出されました。条例改正と補正予算については9日の本会議で
原案通り可決されました。一般会計及び6つの特別会計決算は決算特別委員会
で審査を行い、定例会最終日（30日）の採決の結果、全て認定されました。

　
　

一
般
会
計
決
算
に
反
対
！

　
　

も
っ
と
議
論
を
！
も
っ
と
町
民
の
声
を
！

　

当
町
の
最
大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

若
者
が
定
住
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
！
そ
し
て
安
倍
自

公
政
権
の
消
費
税
増
税
や
物
価
高
騰
に
苦
し
む
町
民
を
守

る
こ
と
！
住
み
よ
い
町
づ
く
り
が
進
ん
だ
点
は
評
価
す
る

が
、
高
齢
者
に
危
険
を
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
国
言

い
な
り
姿
勢
や
滞
納
者
に
悪
質
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
年
金

差
押
え
の
一
方
で
、
赤
字
観
光
施
設
へ
の
注
ぎ
込
み
、
町

民
の
合
意
も
図
ら
ず
見
切
り
発
車
し
た
巨
額
な
情
報
基
盤

整
備
の
追
加
工
事
や
後
出
し
情
報
、
若
者
住
宅
建
設
も
地

名
保
育
園
再
開
も
、
多
子
世
帯
の
給
食
費
・
保
育
料
軽
減

も
な
し
。
観
光
立
町
と
言
い
な
が
ら
ト
イ
レ
整
備
も
進
ま

な
い
等
、
町
民
の
声
に
も
町
づ
く
り
に
も
逆
行
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

鈴
木
多
津
枝
議
員

　

平
成
26
年
度
は
一
般
会
計
と
す
べ
て
の
特
別
会
計

は
黒
字
で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
将
来
負
担
額
を

充
当
可
能
財
源
額
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。
実
質
公
債
費
比

率
も
前
年
度
よ
り
1
．
0
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
5
．
8
％
に

な
り
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
も
、
健
全

数
値
内
で
す
。
歳
入
の
「
地
方
交
付
税
」
は
昨
年
度
比
2

億
3
5
3
2
万
円
ほ
ど
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
必
要
最
低

限
の
施
設
整
備
に
す
る
と
し
た
町
有
光
フ
ァ
イ
バ
ー
高
度

情
報
基
盤
整
備
事
業
で
の
維
持
管
理
運
営
費
が
増
大
に
な

ら
な
い
様
に
最
大
の
傾
注
を
し
て
、
来
る
平
成
32
年
度
合

併
算
定
替
え
特
例
期
限
終
了
で
の
減
額
を
見
据
え
て
、
町

当
局
に
は
、
よ
り
一
層
の
健
全
な
財
政
運
営
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
籔
侃
一
郎
議
員

認
定
第
１
号

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に…

反対！！賛成！！

補

正

予

算

条

例

関

係

決

算

関

係

人

事

案

件
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高
度
情
報
基
盤
整

備
に
つ
い
て
①
事
業
の
見

通
し
（
工
事
完
了
）
に
つ

い
て
。
②
管
理
運
営
業
者

と
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
。
③
か
わ
ね

フ
ォ
ン
を
有
効
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
為
の
町
民
へ

の
説
明
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。
④
今
後
の
段
階
的
な

利
活
用
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

①
10
月
中
旬
に
は
、

全
町
エ
リ
ア
で
運
用
開
始

予
定
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
。
②
仮
運
用
し
て
い

る
段
階
か
ら
、
光
ケ
ー
ブ

ル
に
関
し
て
は
維
持
管
理

実
施
、
工
事
途
中
で
す
が

完
成
し
て
い
る
部
分
に
つ

い
て
中
間
検
査
を
実
施
し

請
負
業
者
か
ら
の
引
き
渡

し
を
受
け
、
そ
の
一
部
を

運
営
業
者
に
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約

に
て
貸
し
出
し
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。
③
町
全
体
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
9
月
下

旬
か
ら
全
5
回
、
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
と
文
化
会
館

で
行
な
い
、
か
わ
ね
フ
ォ

ン
使
用
方
法
に
加
え
、
ネ

ッ
ト
に
関
す
る
質
問
に
答

え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

高
齢
者
の
方

を
中
心
に
基
本
的
な
使
い

方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
、

職
員
サ
ポ
ー
タ
ー
と
各
地

区
か
ら
の
住
民
サ
ポ
ー
タ

ー
に
よ
る
体
制
を
取
っ
て

行
き
ま
す
。

　
　
　

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

委
員
会
の
各
委
員
か
ら
も

提
案
を
受
け
、
よ
り
実
現

性
の
高
い
利
活
用
の
方
法

を
具
体
化
し
て
く
段
階
に

入
り
、
整
備
費
用
と
維
持

管
理
費
用
の
コ
ス
ト
計
算
、

活
用
で
き
る
補
助
制
度
な

ど
を
検
討
し
、
大
き
な
財

政
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

町
民
生
活
向
上
の
為
に
利

活
用
を
検
討
し
て
行
き
た

い
。

　
　
　

川
根
本
町
観
光
振

興
計
画
の
事
業
の
展
開
に

つ
い
て
①
観
光
に
関
す
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。
本
町
の
観
光
主
要
拠

点
で
あ
る
寸
又
峡
温
泉
の

再
生
へ
の
戦
略
に
つ
い
て
。

②
本
町
の
観
光
の
今
後
の

重
点
的
取
り
組
み
、
施
策

を
伺
う
。
内
容
と
し
て
、

多
種
多
様
な
観
光
商
品
の

開
発
状
況
、
開
発
の
為
の

先
進
地
視
察
、
ま
た
町
歩

き
観
光
で
以
前
整
備
さ
れ

た
「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」

の
施
策
が
基
本
計
画
か
ら

欠
落
し
て
い
る
理
由
を
含

め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
行
く
の
か
。
③
大
鐵

を
含
め
交
通
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、
島
田
市
が
地

域
活
性
化
交
流
拠
点
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
整
備
さ

れ
た
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
の

宿
泊
者
等
を
、
本
町
奥
大

井
へ
誘
引
す
る
戦
略
に
つ

い
て
。
ま
た
鉄
道
資
源
と

観
光
の
強
化

及
び
住
民
の

利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る

大
鐵
の
ラ
イ

ン
強
化
は
新

し
い
タ
イ
プ

の
観
光
商
品

に
も
な
り
え

る
。
着
地
型
観
光
を
進
め

る
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

温
泉
事
業
の
再
生

は
、
本
当
に
厳
し
い
状
況

の
中
、
Ｓ
Ｌ
と
ア
プ
ト
式

鉄
道
沿
線
の
景
観
、
渓
谷

を
い
か
に
全
国
に
発
信
す

る
か
、
来
年
は
、
事
業
に

関
係
す
る
各
団
体
と
連
携

し
、
ア
プ
ト
ラ
イ
ン
を
中

心
と
し
た
誘
客
イ
ベ
ン
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
最
近
は

体
験
型
旅
行
の
ニ
ー
ズ
も

増
加
、
町
内
に
あ
る
資
源
、

鉄
道
の
利
用
、
宿
泊
施
設

と
組
み
合
わ
せ
た
観
光
商

品
の
何
点
か
を
志
太
榛
原

地
域
広
域
で
検
討
し
、
年

間
を
通
じ
て
誘
客
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。
寸
又
峡

の
再
生
に
も
つ
な
げ
た
い
。

野口　直次 議員

問問
◎かわねフォンの使用説明は十分か
◎段階的な利活用の取り組みについて
◎観光拠点の寸又峡温泉の再生戦略は
◎川根路にあった観光商品の開発について

◎かわねフォンの使用説明は十分か
◎段階的な利活用の取り組みについて
◎観光拠点の寸又峡温泉の再生戦略は
◎川根路にあった観光商品の開発について

答
○職員地域サポーターによるサポート体制の確立へ
○町民の生活向上のための利活用を検討する
○魅力ある温泉地へ官民一丸で努力が必要に
○鉄道を含めた体験型観光を整備したい

一 　 般 　 質 　 問

町内に建てられた無線局町内に建てられた無線局

質
問

質
問

町
長

町
長

企
画
課
長

町
長
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①
65
才
以
上
の
介

護
保
険
料
が
県
内
最
高
の

値
上
げ
で
2
番
目
に
高
く

な
っ
た
。
高
齢
者
の
不
安

解
消
を
。
一
般
会
計
繰
入

を
し
て
い
る
町
も
あ
る
。

値
上
げ
を
回
避
し
安
心
し

て
利
用
で
き
る
介
護
保
険

に
。
②
要
介
護
認
定
を
受

け
て
も
低
所
得
者
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
は
少
な
い
の
で

は
。
③
国
の
制
度
改
定
で

軽
度
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
市
町
村
の
事
業
と
な
っ

た
。
町
の
対
応
、
人
員
確

保
は
十
分
か
。

　
　
　

①
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
決
め
る
が
、
他
市
町

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

当
町
の
お
達
者
度
は
男
女

と
も
上
位
。
更
に
予
防
に

力
を
入
れ
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り

を
目
指
す
。
②
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
訪
問
・
相
談
の
上
、
本

人
の
意
思
も
考
慮
し
て
適

正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③
当
町
は
来
年
4
月
か
ら

実
施
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
看
護
師
１
名
増

員
し
5
人
体
制
と
し
た
。

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
ず
、
地
域
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
て

介
護
予
防
に
努
め
た
い
。

　
　
　

①
多
く
の
国
民
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
成
立

し
た
安
保
関
連
法
は
、
戦

後
70
年
間
、
戦
争
放
棄
を

誓
っ
た
憲
法
9
条
を
踏
み

に
じ
り
、
日
本
が
攻
め
ら

れ
て
も
い
な
い
の
に
海
外

へ
自
衛
隊
を
派
遣
し
て
武

力
行
使
で
き
る「
戦
争
法
」

で
、
当
町
議
会
で
も
「
慎

重
審
議
を
求
め
る
意
見
書

が
出
さ
れ
た
が
、
6
対
5

で
否
決
さ
れ
た
。
戦
争
で

真
っ
先
に
犠
牲
と
な
る
の

は
子
ど
も
た
ち
。
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
行
政

と
し
て
議
会
が
決
議
し
た

「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
の

ま
ち
宣
言
」
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
。
②
「
子
ど

も
の
貧
困
」
が
社
会
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
１
人
親
家
庭
で
は

半
数
の
子
が
、
国
全
体
で

は
、
子
ど
も
の
6
人
に
１

人
が
貧
困
と
言
わ
れ
、
昨

年
の
19
歳
以
下
の
自
殺
者

数
は
5
3
8
人
に
及
び
、

国
会
で
も
超
党
派
に
よ
る

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法

が
制
定
さ
れ
、
地
方
創
生

の
少
子
化
対
策
の
強
化
で

も
、
「
出
生
率
向
上
に
は
、

若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
希
望
の
実
現

に
向
け
様
々
な
支
援
が
重

要
。
国
も
地
方
公
共
団
体

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
決
意
を
示
し
て

い
る
。
当
町
も
保
育
料
や

給
食
費
軽
減
な
ど
、
子
育

て
し
や
す
い
町
、
若
者
を

呼
び
込
む
町
づ
く
り
を
。

　
　
　

①
紛
争
を
防
ぐ
法

整
備
は
必
要
と
思
う
が
憲

法
改
正
の
手
続
き
を
踏
む

べ
き
。
議
会
の
「
核
兵
器

廃
絶
・
平
和
宣
言
」
は
、

引
き
続
き
堅
持
し
対
応
す

る
。
②
給
食
費
軽
減
は
委

員
会
へ
諮
問
す
る
。
保
育

料
軽
減
・
乳
幼
児
宅
訪
問

支
援
は
今
の
ま
ま
で
、
就

学
援
助
は
周
知
に
努
め
る
。

　
　
　

①
住
民
サ
ー
ビ
ス

や
町
の
最
前
線
で
汗
を
流

す
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

を
。
②
2
年
以
上
勤
務
の

ベ
テ
ラ
ン
臨
時
職
員
に
、

正
規
職
員
の
道
を
。

　
　
　

①
４
月
１
日
現
在

66
人
の
臨
時
職
員
が
お
り
、

一
般
職
員
に
準
ず
る
規
定

に
な
っ
て
い
る
。
近
隣
市

町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
環

境
改
善
も
必
要
。
②
毎
年

行
う
職
員
採
用
試
験
を
受

験
し
て
欲
し
い
。
公
平
公

正
に
対
応
す
る
。

鈴木多津枝 議員

問問
◎高齢者の目が輝く元気・安心のまちに
◎平和を守り、子育てしやすい町づくりを
◎臨時職員の待遇改善と正規職員への道を

◎高齢者の目が輝く元気・安心のまちに
◎平和を守り、子育てしやすい町づくりを
◎臨時職員の待遇改善と正規職員への道を

答
○介護予防に力を入れ安心して住める町を目指したい
○議会や委員会からのもっと活発な提言を期待する
○規定により給与・手当支給している。35才未満なら
　職員採用試験の受験を

一 　 般 　 質 　 問

育て支援センターの様子（元藤川）育て支援センターの様子（元藤川）

」

」

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長
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公
の
施
設
の
管
理

運
営
等
を
問
う
。
①
「
公

の
施
設
の
あ
り
方
（
答
申

に
係
る
取
り
組
み
状
況
は
。

②
答
申
に
基
づ
き
施
設
の

あ
り
方
等
見
直
し
す
る
に

あ
た
っ
て
の
課
題
や
問
題

点
は
。
③
茶
茗
舘
・
資
料

館
や
ま
び
こ
の
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
情
報
発
信
基

地
と
し
て
の
整
備
、
運
営

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
。
④
茶
茗
舘
の
管

理
運
営
方
法
等
（
飲
食
の

提
供
を
含
む
。
）
に
つ
い

て
、
関
係
課
、
商
工
観
光

委
員
会
等
で
協
議
検
討
さ

れ
た
内
容
は
。
⑤
桑
山
貯

木
場
、
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お

ろ
く
ぼ
、
白
沢
温
泉
も
り

の
い
ず
み
の
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　

①
施
設
の
担
当
課

に
お
い
て
、
運
営
委
員
会

等
の
意
見
を
聴
取
す
る
と

と
も
に
、
県
内
外
の
先
進

事
例
の
調
査
・
視
察
を
行

い
な
が
ら
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
き
た
。

②
地
元
地
区
の
関
係
団
体

と
の
調
整
が
必
要
と
な
る

な
ど
、
行
政
内
部
の
議
論

の
み
で
完
結
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、

一
部
の
施
設
で
も
見
直
し

が
十
分
進
ん
で
い
な
い
現

状
に
あ
る
。

　

時
限
を
定
め
て
の
ス
ピ

ー
ド
化
を
持
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
重
々
認
識
し
て
い

る
。

　

公
共
施
設
総
合
管
理
計

画
の
考
え
方
、
第
2
次
総

合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
と

の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、

施
設
の
価
値
を
高
め
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

③
南
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー

ク
の
情
報
発
信
の
た
め
に
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

コ
ン
セ
プ
ト
を
変
更
す
る

必
要
は
な
く
、
管
理
運
営

に
つ
い
て
も
施
設
ご
と
に

適
切
な
運
営
方
法
を
選
択

し
て
管
理
を
し
て
い
る
。

④
シ
ル
バ
ー
事
務
局
退
所

後
の
新
た
な
運
営
形
態
を

検
討
し
て
い
る
。
現
段
階

で
は
、
「
地
場
産
業
の
振

興
及
び
地
域
活
性
化
」
、

特
に
お
茶
を
主
体
と
し
た

宣
伝
普
及
・
研
究
調
査
・

伝
統
文
化
の
伝
承
を
再
確

認
し
、
お
茶
を
主
体
と
し

た
地
場
産
業
振
興
の
拠
点

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
飲
食
の
提
供
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
管
理
運

営
及
び
運
営
形
態
を
検
討

す
る
中
で
、
必
要
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
飲
食
の
提

供
の
議
論
の
前
に
、
お
茶

を
主
体
と
し
た
地
場
産
業

の
振
興
、
と
り
わ
け
茶
の

販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
仕

掛
け
を
こ
の
施
設
で
は
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
か
の

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

⑤
桑
山
の
貯
木
場
に
つ
い

て
は
、
仕
分
け
機
能
を
持

っ
た
土
場
と
し
て
、
森
林

組
合
大
井
川
に
運
営
を
お

願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
事
務
所
等
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
十
分
活
用

で
き
る
状
態
で
あ
る
の
で
、

林
業
に
関
す
る
施
設
と
し

て
整
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

白
沢
温
泉
も
り
の
い
ず

み
、
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ

く
ぼ
と
も
に
今
後
も
指
定

管
理
に
よ
る
運
営
を
し
、

町
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

交
流
人
口
の
増
加
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

中澤　莊也 議員

問問
◎茶茗舘・資料館やまびこのユネスコ
　エコパーク情報発信基地としての整備等は
◎茶茗舘の運営形態、飲食の提供は
◎桑野山貯木場の整備運営計画は

◎茶茗舘・資料館やまびこのユネスコ
　エコパーク情報発信基地としての整備等は
◎茶茗舘の運営形態、飲食の提供は
◎桑野山貯木場の整備運営計画は

答
○地域の自然・文化を施設の特徴を生かしてＰＲ
○お茶を主体とした地場産業の拠点として直営で運営
　飲食の提供は、必要があれば今後検討する
○土場の管理は森林組合　その他は未定

一 　 般 　 質 　 問

毎年秋に茶茗舘で開催される「秋の夜長を楽しむ会」毎年秋に茶茗舘で開催される「秋の夜長を楽しむ会」

「茶茗舘」の今後の管理運営は…「茶茗舘」の今後の管理運営は…

）」

質
問

町
長
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現
在
廃
校
に
な
っ

て
い
る
奥
泉
地
区
の
旧
本

川
根
北
小
学
校
の
解
体
処

分
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

施
設
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
共

に
、
有
効
活
用
に
向
け
て

財
源
確
保
に
つ
い
て
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　

北
小
学
校
の
耐
震

工
事
、
解
体
工
事
費
用
は

ど
の
位
な
の
か
答
弁
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　

平
成
18
年
度
に
試

算
し
た
結
果
、
管
理
・
普

通
教
室
棟
に
つ
い
て
は
約

7
9
0
0
万
円
、
特
別
教

室
、
屋
内
運
動
場
棟
に
つ

い
て
は
約
4
9
0
0
万
円
、

総
額
で
約
１
億
2
8
0
0

万
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
を
解
体
す
る

場
合
は
管
理
・
教
室
棟
の

み
の
解
体
に
つ
い
て
は
2

6
0
0
万
円
、
特
別
棟
の

み
の
解
体
に
は
約
2
5
0

0
万
円
、
全
て
を
解
体
す

る
場
合
は
約
5
1
0
0
万

円
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
以
上
の
金
額
は
耐
震

補
強
や
解
体
経
費
の
み
で
、

こ
れ
以
外
に
施
設
改
修
費

や
施
設
建
設
費
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
施

設
の
立
地
条
件
な
ど
も
考

慮
し
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
共
に
、

有
効
活
用
に
向
け
て
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　

井
川
閑
蔵
線
の
拡

幅
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

静
岡
市
井
川
へ
通

ず
る
延
長
約
6
㎞
の
唯
一

の
道
路
で
す
。
又
、
昨
年

6
月
に
、
本
町
と
静
岡
市

を
含
む
3
県
10
市
町
村
に

わ
た
る
南
ア
ル
プ
ス
地
域

が
南
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
、

平
成
28
年
4
月
よ
り
消
防

救
急
業
務
が
本
町
と
静
岡

市
を
含
3
市
2
町
で
広
域

化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
川
根
本
町
と
静
岡
市
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
市
道
閑
蔵
線
の
重

要
性
は
今
後
よ
り
増
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　

井
川
閑
蔵
線
拡
幅

の
為
の
自
治
体
の
計
画
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
　

静
岡
市
で
は
静
岡

市
山
間
地
域
の
道
路
整
備

計
画
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
計
画
に
お
い
て
市
道
閑

蔵
線
の
整
備
計
画
は
可
能

な
限
り
現
道
の
有
効
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
道
路
機

能
強
化
を
図
り
１
．
5
車

線
的
道
路
整
備
計
画
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
整

備
計
画
は
比
較
的
少
な
い

コ
ス
ト
で
の
施
工
が
可
能

で
あ
り
、
効
率
的
で
あ
り

迅
速
な
道
路
整
備
が
期
待

で
き
、
地
域
住
民
の
生
活

の
利
便
性
を
い
ち
早
く
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

計
画
の
も
と
平
成
22
年
度

か
ら
整
備
が
実
施
さ
れ
て

お
り
静
岡
市
建
設
局
か
ら

当
該
道
路
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
整
備
を
実
施
し
て

い
く
と
い
う
ふ
う
に
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　

川
根
本
町
、
井
川

地
区
を
含
め
て
8
千
人
強

の
人
口
し
か
存
在
し
な
い

現
実
の
中
で
、
水
と
森
の

番
人
の
役
割
は
可
能
か
。

　
　
　

平
成
27
年
度
よ
り

2
ヶ
年
を
か
け
総
合
計
画

を
策
定
し
、
静
岡
市
と
の

連
携
を
一
層
深
め
、
井
川

地
区
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
、
地
域
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
、
静
岡
市
、
早

川
町
も
含
め
て
協
議
会
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

芹澤　廣行 議員

問問
◎旧本川根北小学校の今後の利活用について
◎県道接岨峡線から井川へのアクセス道路に
　ついて

◎旧本川根北小学校の今後の利活用について
◎県道接岨峡線から井川へのアクセス道路に
　ついて

答
○北小の有効活用については大変な経費が必要だが調整を
　しながら対応していきたい
○市道閑蔵線の整備計画は平成22年度から実施されており、
　静岡建設局が引き続き実施していく

一 　 般 　 質 　 問

今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

旧
本
川
根
北
小
学
校（
奥
泉
）

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長
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若
者
定
住
住
宅
に

つ
い
て
。　

　
　
　

町
の
定
住
人
口
増

加
と
地
域
活
性
化
を
推
進

す
る
目
的
で
、
平
成
17
年

度
か
ら
若
者
定
住
促
進
住

宅
の
建
築
を
開
始
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
は
16
戸

が
完
成
し
現
在
の
入
居
状

況
は
14
世
帯
50
人
。
こ
れ

ま
で
に
延
べ
33
世
帯
1
2

5
人
の
方
が
若
住
に
入
居

し
て
い
る
。

　
　
　

何
の
た
め
に
こ
の

住
宅
を
建
設
し
た
か
。
本

来
の
目
的
を
さ
ら
に
果
た

し
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
　
　

建
築
行
政
の

一
面
か
ら
、
統
合
戦
略
の

施
策
の
一
つ
に
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
を
支
援
し
安

定
し
た
家
庭
生
活
を
維
持

で
き
る
環
境
整
備
と
い
う

柱
が
あ
る
。
定
住
関
係
の

補
助
金
の
利
用
、
町
に
住

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

形
を
新
た
な
面
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　

今
後
の
地
名
保
育

園
の
有
効
活
用
は
。

　
　
　
　
　

子
育
て
支
援

施
設
等
の
整
備
が
重
要
と

考
え
る
と
答
申
を
い
た
だ

い
た
。
よ
り
よ
い
子
育
て

支
援
の
施
設
と
な
る
べ
く

子
供
・
子
育
て
会
議
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
た

い
。

　
　
　

町
内
で
の
紙
お
む

つ
を
買
う
際
の
助
成
制
度

を
。

　
　
　
　
　

他
市
町
の
事

例
を
み
る
と
助
成
し
て
い

る
所
も
あ
る
。
い
ろ
い
ろ

な
支
援
の
方
法
が
あ
る
が
、

将
来
の
出
生
数
な
ど
も
勘

案
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
と

い
っ
た
新
し
い
形
態
の
園

の
発
足
は
。

　
　
　
　
　

平
成
18
年
度

に
導
入
さ
れ
た
制
度
だ
が

町
立
の
保
育
園
に
つ
い
て

は
保
育
所
と
し
て
継
続
、

私
立
幼
稚
園
、
私
立
保
育

園
に
つ
い
て
は
町
と
し
て

相
談
等
の
支
援
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　

最
初
は

幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園

に
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

施
設
整
備
に
お
金
が
か
か

る
と
の
事
、
現
在
の
と
こ

ろ
は
施
設
型
給
付
の
制
度

を
も
っ
て
や
っ
て
行
き
た

い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

町
が
中
長
期
的
に

展
開
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
支
援
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　

子
供
が

育
つ
町
川
根
本
町
の
実
現

の
た
め
の
Ｒ
Ｇ
授
業
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
ま
た
若
者
交

流
セ
ン
タ
ー
等
々
、
町
が

一
体
と
な
っ
て
子
育
て
の

し
や
す
い
町
と
な
る
よ
う

な
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

前
回
の

子
供
議
会
で
も
感
じ
た
事

だ
が
、
他
の
町
の
人
が
川

根
本
町
を
良
く
知
ら
な
い

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

自
慢
で
き
る
資
源
の
充
実

を
は
か
り
将
来
的
な
子
供

達
の
就
労
関
係
の
創
出
は

交
流
人
口
の
増
加
を
は
か

り
町
に
移
住
、
ま
た
は
Ｕ

Ｉ
・
J
タ
ー
ン
し
て
新
規

事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る

人
に
対
し
何
ら
か
の
支
援

を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　

主
要
産
業
の

お
茶
・
林
業
を
子
供
の
こ

ろ
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
体

験
教
室
の
開
催
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　

通
学
路
の
崇
徳
橋

か
ら
上
長
尾
ま
で
の
設
置

さ
れ
た
街
灯
は
夕
方
に
な

っ
て
も
一
つ
二
つ
し
か
点

灯
し
て
い
な
い
が
何
故
か
。

　
　
　
　
　

東
日
本
大
震

災
以
降
、
電
力
に
対
す
る

た
め
の
措
置
で
す
。
町
と

し
て
は
自
転
車
通
学
時
の

事
故
防
止
の
た
め
、
必
要

な
箇
所
の
道
路
照
明
灯
を

点
灯
す
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
。

　
　
　

子
育
て
支
援
、
子

供
の
成
長
の
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
を
盛
り
込
ん
だ

来
年
度
予
算
に
仕
上
げ
て

も
ら
い
た
い
が
。

　
　
　

具
体
的
な
提
案
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
早
速

吟
味
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

薗田　靖邦 議員

問問
◎若者定住住宅の成果
◎保育園、幼稚園、入園前の子育て支援
◎保育園待機の状況
◎小中高連携の、これからの取り組み課題

◎若者定住住宅の成果
◎保育園、幼稚園、入園前の子育て支援
◎保育園待機の状況
◎小中高連携の、これからの取り組み課題

答
○住宅建設による子育ての環境整備は一応の成果
○子育て支援事業計画に基づき、様々な施策を展開
○９月１日現在、保育園待機児童数ゼロである
○全て関連づけて一体的な教育として取り組む

一 　 般 　 質 　 問

・

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

福
祉
課
長

産
業
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

教
育
総
務
課
長

教
育
総
務
課
長

商
工
観
光
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長
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「３町議会議員研修会」を
開催しました

　8月20日、森町町民生活センターにおいて、森町、吉田町、川根本町の3町の議会議員による研修
会が行われました。研修会は「議会運営」「委員会・一般質問」「広報・議会報告会」の3つの
テーマに分かれて行い、各議会の現状や問題点を説明後、様々な質問や意見が交わされました。

第１分科会第１分科会

第2分科会第2分科会

第3分科会第3分科会

・
当
町
で
は
昨
年
度
の
第
１
分
科

会
で
、
全
協
の
開
催
時
期
（
定
例

会
前
の
開
催
）
と
方
法
（
上
程
予

定
議
案
の
詳
細
説
明
と
そ
れ
に
対

す
る
質
疑
等
）
を
他
町
の
実
例
か

ら
見
直
し
、
6
月
定
例
会
か
ら
実

施
（
議
運
は
定
例
会
7
日
前
に
開

催
、
全
協
は
定
例
会
初
日
の
本
会

議
終
了
後
開
催
）
し
て
い
る
。

・
吉
田
町
は
議
案
の
委
員
会
付
託

を
な
く
し
、
本
会
議
で
議
案
審
議

を
行
っ
て
い
る
。
（
予
算
、
決
算

も
同
）
当
町
や
森
町
で
は
新
規
条

例
や
重
要
案
件
、
予
算
決
算
は
委

員
会
へ
付
託
し
て
い
る
。

・森
町
は「
行
財
政
問
題
研
究
会
」

（
＝
議

員
の
勉

強
会
）を

テ
ー
マ

を
決
め

て
毎
月

開
催
し

て
い
る
。

第
１
分
科
会

「
議
会
運
営
に
つ
い
て
」

出
席
者
：
鈴
木
、
森
、
芹
澤
、
野
口

・
吉
田
町
で
は
常
任
委
員
会
を
月
に
2

〜
3
回
開
催
。
ま
た
議
案
の
委
員
会
付

託
は
行
わ
ず
、
全
協
で
執
行
部
か
ら
の

説
明
、
議
員
に
よ
る
論
点
整
理
後
、
本

会
議
で
審
議
す
る
。

・
当
町
の
予
算
、
決
算
特
別
委
員
会
の

審
議
日
数
は
5
日
間
で
他
2
町
か
ら
日

数
を
取
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
（
本
年
度
の
決
算
特

別
委
員
会
で
は
3
日
間
の
審
議
を
行
っ

た
。
）
当
町
で
の
常
任
委
員
会
は
所
属

以
外
の
議
員
の
出
席
（
傍
聴
）
や
発
言

も
可
能
と
の
説
明
に
、
委
員
会
に
分
か

れ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

※
森
町
は
、
当
町
と
同
じ
よ
う
に
一
般

　

質
問
は
、
最
終
日
に
行
な
っ
て
い
る
。

第
２
分
科
会

「
委
員
会
・
一
般
質
問
に
つ
い
て
」

出
席
者
：
中
田
、
山
本
、
中
澤
、
坂
本

・
3
町
と
も
議
会
広
報
紙
を
多
く
の
町
民
に

読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
試
行
錯
誤
、
創
意
工

夫
を
行
っ
て
い
る
。
読
み
や
す
い
文
字
数
、

見
出
し
の
重
要
性
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
に

よ
る
視
覚
に
訴
え
る
紙
面
づ
く
り
が
大
切
と

の
共
通
認
識
を
持
っ
た
。

・
議
会
報
告
会
は
、
当
町
で
は
本
年
7
月
に

初
開
催
。
吉
田
町
は
年
2
回
4
会
場
で
テ
ー

マ
別
に
4
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
開
催
。
行
政

も
昨
年
か
ら
行
政
報
告
会
を
開
催
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
森
町
は
24
年
度
か
ら
開
催
、
今

年
度
は
年
2
回
（
１
回
目
は
6
月
）
実
施
予

定
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
報
告
会
の
参
加
者
は

自
治
会
関
係
者
、
各
種
団
体
関
係
者
が
多
く
、

若
者
や
女
性
の
参
加
者
は
少
な
い
の
が
3
町

共
通
の
課
題
だ
っ
た
。

・
町
民
が
行
政
や

議
会
に
関
心
を
持

ち
、
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
広
報

紙
作
成
や
報
告
会

開
催
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。

第
３
分
科
会

「
広
報
・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
」

出
席
者
：
小
籔
、
太
田
、
根
岸
、
薗
田
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議 会 日 誌議 会 日 誌

 

カ
ラ
ス
も
飽
き
る
ほ
ど

真
っ
赤
な
実
が
沢
山
残
っ

た
柿
の
木
が
目
立
ち
ま
す
。

気
が
付
け
ば
猛
暑
の
夏
は

と
っ
く
に
去
り
、
肌
寒
い

秋
風
に
代
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」

議
会
も
2
年
が
過
ぎ
、
心

機
一
転
、
専
門
の
広
報
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
◎
中

澤
、
○
鈴
木
、
中
田
、
根

岸
、
坂
本
（
◎
正
○
副
委

員
長
）
の
5
人
で
、
議
会

だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
し
て
、
皆
様
の
身

近
な
議
会
に
な
る
よ
う
情

報
公
開
に
努
め
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
、

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

（
T
・
S
）

《
議
会
広
報
委
員
会
》

委
員
長　

中
澤　

莊
也

副
委
員
長　

鈴
木
多
津
枝

委　

員　

中
田　

隆
幸

　

〃　
　

根
岸　

英
一

　

〃　
　

坂
本　

政
司

大井川下流域発電施設・浜岡原子力発電所視察
南アルプス寸又口山開き・安全祈願祭
議会報告会・懇談会
上長尾バイパス開通式

2日
4日

9～10日
10日

7月

議会報告会
（7/10山村開発センター）

町制10周年記念式典
（9/13文化会館）

好評だったトーマスフェアでの冷茶サービス
（8/27音戯の郷駐車場）

約120名の議員が参加した5市2町研修会
（10/23川根高校セミナーハウス）

トーマスフェアへ出店（冷茶サービス､観光PR等）
子ども議会
平成27年度県市町議会議員研修会（静岡市）
3町議会議員研修会

4日、27日
10日
17日
20日

8月

平成27年第3回定例会開会（～30日迄）
決算特別委員会（15～17日）
町内中学校スポーツ祭（中川根中・本川根中）
町制施行10周年記念式典

1日

12日
13日

9月

平成27年第3回臨時会
志太榛原五市二町議会議長連絡協議会議員研修会
町議会議員視察研修（徳島県）

21日
23日

28～30日

10月

編
集
後
記

※この広報は再生紙を使用しています

○会場は全て川根本町役場本庁・3階です。○本会議はどなたでも傍聴できます。
○日程は変更することもありますので、詳しくは議会事務局(☎56-2229)まで
　お問い合わせください。

12/3日 木 12月定例会（初　日）・全員協議会
     9日 水 12月定例会（2日目）・議運・全協
　18日 金 12月定例会（最終日）

12月
定例会の
日程

私たち5人が「町の今」「議会の今」を
  町民の皆様にわかりやすくお届けします。


